
・憲法九条の世界史意義・戦争違法化の歴史と平和に関する国際法の発達
・軍拡で平和は維持できない・憲法を破壊する政権の背後にあるもの
・「国体思想」と日本の宗教右派・自衛隊の旧日本軍への回帰　
・立憲主義を破壊する「壊憲」と「戦争できる国づくり」
・政権交代で立憲主義を取り戻す

日時：2025年 4月29日（火・祝日）
         14 時～16時（開場13時30分）
会場：足利市民プラザ　小ホール

　　　　　　　　　　　1955年奈良県生まれ　1979年東京大学法学部卒業、

文部省（現文部科学省）に入省、ケンブリッジ大学留学（国際関係学修士）、

宮城県教育行政課長、ユネスコ代表部一等書記官、文部大臣秘書官、大臣官房長、

初等中等教育局長などを経て、2016年文部科学事務次官、2017年退官。同年、

加計学園問題で国会参考人として証言

　　　●現在、現代教育行政研究会代表、日本大学文理学部非常勤講師

　　　　福島市と厚木市の自主夜間中学でボランティア講師も務める

　　　　東京新聞で日曜日の「本音のコラム」を担当

　　　　著書に『面従腹背』『権力は腐敗する』『コロナ期の学校と教育政策』など

主催　　「足利・九条の会」　代表：釆澤良浩　　事務局：岩田順三朗　0284－43－0144

後援　    朝日新聞宇都宮総局　　毎日新聞宇都宮支局       東京新聞宇都宮支局　　下野新聞社

講師　前川喜平氏　略歴　　　　　　

「戦争ができる国づくり」 と

『新しい戦前』の日本

「戦争ができる国民づくり」

元文部科学事務次官

前川喜平さん　講演会　

入場無料


